
JP 2009-95524 A 2009.5.7

10

(57)【要約】
【課題】死後硬直後、遺体の口元を大きく開けることな
く、遺体の口腔内に容易に挿入可能な死化粧用義歯を提
供することにある。
【解決手段】上顎義歯は、上顎人工歯として右上１番１
、右上２番２、右上３番３、左上１番４、左上２番５、
左上３番６の合計６本の人工歯と、上顎人工歯肉１３を
備える。上顎人工歯肉１３には接続部２０を固定するた
めの上顎固定部１５を有し、右上１番１及び左上１番４
の人工歯が半分隠れるように接続部２０が設置されてい
る。同様に、下顎義歯は、下顎人工歯として右下１番７
、右下２番８、右下３番９、左下１番１０、左下２番１
１、左下３番１２の合計６本の人工歯と下顎人工歯肉１
４を備える。下顎人工歯肉１４には接続部２０を固定す
るための下顎固定部１６を有し、右下１番７及び左下１
番１０が隠れるように接続部２０が設置されている。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遺体の口腔内に装着し、死化粧に用いる死化粧用義歯であって、
　上顎人工歯および上顎人工歯肉からなる上顎義歯と、
　下顎人工歯および下顎人工歯肉からなる下顎義歯と、
　前記上顎義歯および前記下顎義歯を折り曲げ可能に接続する接続部と、
　を備えることを特徴とする死化粧用義歯。
【請求項２】
　前記接続部は、
　前記上顎義歯に結合する第１固定部と、
　前記下顎義歯に結合する第２固定部と、
　前記第１固定部および前記第２固定部との間の両端を切削した間に形成され、前記第１
固定部および前記第２固定部より体積の小さい折れ曲がり部と、
　を有することを特徴とする請求項１に記載の死化粧用義歯。
【請求項３】
　前記接続部は、前記上顎義歯および前記下顎義歯の前歯の中央部に取り付けられること
を特徴とする請求項２に記載の死化粧用義歯。
【請求項４】
　前記接続部は、樹脂から形成されることを特徴とする請求項３に記載の死化粧用義歯。
【請求項５】
　前記接続部は切断して前記上顎義歯単体もしくは前記下顎義歯単体として使用可能なこ
とを特徴とする請求項４記載の死化粧用義歯。
【請求項６】
　前記接続部は、スプリングを有することを特徴とする請求項１に記載の死化粧用義歯。
【請求項７】
　前記接続部は、スプリングとフックとを有することを特徴とする請求項１に記載の死化
粧用義歯。
【請求項８】
　前記接続部は上蝶番と下蝶番と回転軸とからなる蝶番から形成され折り曲げ可能である
ことを特徴とする請求項１に記載の死化粧用義歯。
【請求項９】
　前記上顎義歯および前記下顎義歯の少なくともいずれか一方は、前記遺体の歯肉と唇と
の間に入る程度に薄く形成されていることを特徴とする請求項１に記載の死化粧用義歯。
【請求項１０】
　前記上顎人工歯肉および前記下顎人工歯肉は、アクリックレジンから形成されているこ
とを特徴とする請求項１に記載の死化粧用義歯。
【請求項１１】
　前記上顎人工歯および前記下顎人工歯は、コンポジットレジンから形成されていること
を特徴とする請求項１に記載の死化粧用義歯。
【請求項１２】
　遺体の口腔内に装着し、死化粧に用いる死化粧用義歯であって、
　上顎人工歯および上顎人工歯肉からなる上顎義歯を形成する工程と、
　下顎人工歯および下顎人工歯肉からなる下顎義歯を形成する工程と、
　前記上顎義歯および前記下顎義歯をコアーにはめ込み、前記接続部を前記上顎義歯およ
び前記下顎義歯に結合する工程と、
　を含むことを特徴とする死化粧用義歯の製造方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、遺体の口腔内に装着し、死化粧に用いる死化粧用義歯に関し、詳しくは、遺
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体が死後硬直した後、死化粧に用いる死化粧用義歯に関する。
【背景技術】
【０００２】
　死化粧用義歯は遺体の口元に張りを造り、生前の面影を保つ目的で使用される。生前に
使用していた入れ歯は、死後硬直のため使用できなくなり、通常、死化粧用義歯として用
いるのには適さない。
　特許文献１には前歯のみの上顎義歯と下顎義歯とを接合した死化粧用義歯が開示されて
いる。しかし、上顎義歯と下顎義歯との接合面が固定されているため、遺体の口腔内に容
易に挿入することができないという問題があった。また、上顎または下顎のいずれか一方
のみの前歯が欠損している場合に装着が困難になるという問題もある。
【特許文献１】実用新案登録第３１２６４６１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　本発明の目的は、死後硬直後、遺体の口元を大きく開けることなく、遺体の口腔内に容
易に挿入可能な死化粧用義歯を提供することにある。
　本発明の別の目的は、装着後に上顎義歯と下顎義歯の位置がずれることを防止し、遺体
が生前の面影を保つことができる死化粧用義歯を提供することにある。
　本発明の別の目的は、製造過程において上顎義歯と下顎義歯との位置がずれることを防
止することができ、加工が容易な死化粧用義歯の製造方法を提供することにある。
　本発明の別の目的は、様々な状態の遺体に装着可能な死化粧用義歯およびその製造方法
を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　請求項１に記載の発明によると、死化粧用義歯は、上顎人工歯および上顎人工歯肉から
なる上顎義歯と、下顎人工歯および下顎人工歯肉からなる下顎義歯と、上顎義歯および下
顎義歯を折り曲げ可能に接続する接続部と、を備える。接続部によって上顎義歯と下顎義
歯とを折り曲げることにより、死後硬直した遺体の口元を大きく開けることなく、死化粧
用義歯を遺体の口腔内の中に装着させることができる。また、遺体の口腔内に入れたとき
、接続部の復元力により上顎義歯と下顎義歯とが折り曲げる前の状態に戻ることができ、
遺体の口元に張りを持たせることができる。
【０００５】
　請求項２に記載の発明によると、死化粧用義歯の接続部は、上顎義歯に結合する第１固
定部と、下顎義歯に結合する第２固定部と、第１固定部および第２固定部との間の両端を
切削した間に形成され、第１固定部および第２固定部より体積の小さい折れ曲がり部と、
を有する。接続部のうち、第１固定部および第２固定部より体積の小さい折れ曲がり部が
折れ曲がることによって、上顎義歯と第１固定部との結合部分、および下顎義歯と第２固
定部との結合部分に大きな力が作用せず、結合部分が外れることを防止できる。
【０００６】
　請求項３に記載の発明によると、接続部は、上顎義歯および下顎義歯の前歯の中央部に
取り付けられる。遺体は前歯が欠損し、犬歯が残っていることがある。この場合でも接合
部が犬歯に干渉することなく死化粧用義歯を遺体の口腔内に装着することができる。
　請求項４に記載の発明によると、接続部は、樹脂から形成される。そのため加工が容易
であるとともに、火葬の際に燃焼可能である。
【０００７】
　請求項５に記載の発明によると、接続部は切断して上顎義歯単体もしくは下顎義歯単体
として使用可能である。接続部を切断することで、上顎義歯または下顎義歯のみを遺体の
口腔内に装着することができる。そのため、上顎もしくは下顎に残存歯がある場合でも使
用可能である。
【０００８】
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　請求項６に記載の発明によると、接続部は、スプリングを有する。接続部によって上顎
義歯と下顎義歯とを折り曲げることにより、死後硬直した遺体の口元を大きく開けること
なく、死化粧用義歯を遺体の口腔内に装着することができる。また、遺体の口腔内に入れ
たとき、接続部の復元力により上顎義歯と下顎義歯とが元の状態に戻ることができる。
【０００９】
　請求項７に記載の発明によると、接続部は、スプリングとフックとを有する。接続部の
一部をフックとすることで、スプリングの数を減らし、復元力を調整することができる。
　請求項８に記載の発明によると、接続部は、上蝶番と下蝶番と回転軸とからなる蝶番か
ら形成され折り曲げ可能である。接続部によって上顎義歯と下顎義歯とを折り曲げること
により、死後硬直した遺体の口腔内元を大きく開けることなく、死化粧用義歯を遺体の口
腔内に装着することができる。
【００１０】
　請求項９に記載の発明によると、上顎義歯および下顎義歯の少なくともいずれか一方は
、遺体の歯肉と唇との間に入る程度に薄く形成されている。これにより、遺体の唇と歯肉
との間に容易に装着できるとともに、死化粧用義歯を装着した後も、遺体の唇が違和感を
もつ程度以上に持ち上がることがない。
【００１１】
　請求項１０に記載の発明によると、上顎人工歯肉および下顎人工歯肉は、アクリックレ
ジンから形成されている。これにより、人体と同様の色彩をもつ上顎人工歯肉および下顎
人工歯肉となり、遺体が生前の面影を保つことができる。
　請求項１１に記載の発明によると、上顎人工歯および下顎人工歯は、コンポジットレジ
ンから形成されている。これにより、人体と同様の色彩をもつ上顎人工歯および下顎人工
歯となり、遺体が生前の面影を保つことができる。
【００１２】
　請求項１２に記載の発明によると、死化粧用義歯の製造方法は、上顎人工歯および上顎
人工歯肉を有する上顎義歯を形成する工程と、下顎人工歯および下顎人工歯肉を有する下
顎義歯を形成する工程と、上顎義歯および下顎義歯をコアーにはめ込み、接続部を上顎義
歯および下顎義歯に結合する工程と、を含む。
　上顎義歯および下顎義歯を死化粧用義歯の完成した形状をしたコアーにはめ込んで接続
部を上顎義歯および下顎義歯に結合することで、上顎義歯と下顎義歯との位置がずれるこ
とを防止することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　以下、本発明の実施形態を図に基づいて説明する。
　（第１実施形態）
　本発明の第１実施形態による死化粧用義歯を図１から図３に示す。
　図１は、第１実施形態の死化粧用義歯を舌側から見た図である。死化粧用義歯１７の上
顎義歯は、上顎人工歯として右上１番１、右上２番２、右上３番３、左上１番４、左上２
番５、左上３番６の合計６本の人工歯と、上顎人工歯肉１３を備える。上顎人工歯肉１３
は接続部２０を固定するための上顎固定部１５を有し、右上１番１及び左上１番４の人工
歯が半分隠れるように接続部２０が設置されている。同様に、下顎義歯は、下顎人工歯と
して右下１番７、右下２番８、右下３番９、左下１番１０、左下２番１１、左下３番１２
の合計６本の人工歯と下顎人工歯肉１４を備える。下顎人工歯肉１４には接続部２０を固
定するための下顎固定部１６を有し、右下１番７及び左下１番１０が隠れるように接続部
２０が設置されている。
【００１４】
　図２は、第１実施形態の死化粧用義歯を唇側から見た図である。死化粧用義歯１７の上
顎義歯と下顎義歯とは図示しない接続部２０によって結合しており、ずれたりしない。死
化粧用義歯１７は、噛み合わせた状態の入れ歯と同様の外観を有するので、遺体の口元か
ら見えた場合でも、生前の面影を保つことができる。
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【００１５】
　図３は、第１実施形態の死化粧用義歯を側面から見た図である。死化粧用義歯１７の上
顎義歯および下顎義歯の少なくともいずれか一方は、遺体の歯肉と唇との間に入る程度に
薄く形成されている。接続部２０と左上１番４および左下１番１０との間にはクリアラン
スがある。そのため、死化粧用義歯１７を遺体の口腔内へ挿入する際、接続部２０を折り
曲げて全体をくの字型にすることによって容易に挿入することができる。そのため、死後
硬直した場合でも遺体の口元を大きく開けることなく死化粧用義歯１７を挿入可能である
。
【００１６】
　図４は第１実施形態の接続部２０の平面図である。接続部２０は、厚さが２ｍｍで、第
１固定部２１、第２固定部２３および切欠部２２に挟まれた領域である折れ曲がり部２４
を有する。切欠部２２の半径は１ｍｍである。この切欠部２２を有することによって、確
実に折れ曲がり部２４で接続部２０を曲げることができる。そのため、死化粧用義歯１７
を遺体に挿入する際、上顎義歯と下顎義歯とがずれて挿入しづらくなることを防止する。
【００１７】
　第１辺縁部２５および第２辺縁部２６は丸みを帯びている。第１辺縁部２５の半径は０
．３ｍｍ、第２辺縁部２６の半径は０．５ｍｍである。第１辺縁部２５および第２辺縁部
２６の角が丸みを帯びることによって、接続部２０が上顎固定部１５および下顎固定部１
６から剥がれることを防止する。そのため、折り曲げて挿入した際に壊れることを防止し
、装着後に上顎義歯と下顎義歯の位置がずれることを防止している。また、接続部２０は
適切な弾性力を有しているので、挿入後に復元力によって元に戻ることができる。このた
め、遺体の口元を大きく開けることなく遺体に死化粧用義歯１７を装着することができる
。
【００１８】
　接続部２０は樹脂、特にエーテル系ポリウレタンーＡ９５からなることが望ましい。樹
脂は容易に切断可能で上顎義歯単体もしくは下顎義歯単体で使用可能である。したがって
、上顎あるいは下顎に残存歯がある場合でも使用可能である。また、接続部２０に樹脂を
使用することによって、火葬しても燃え残らない。
【００１９】
　次に本発明の第１実施形態による死化粧用義歯の製造方法を説明する。
　まず最初に、型枠となる図示しない蓋付きのフラスコを使用して、上顎義歯および下顎
義歯を作製する。フラスコは、内面シリコンによって形成されることが望ましい。フラス
コの中に上顎人工歯および下顎人工歯を別々に入れる。上顎人工歯および下顎人工歯は、
燃焼温度が４２０度のコンポジットレジンから形成されていることが望ましい。尚、上顎
人工歯および下顎人工歯は取り付ける歯肉部分を薄く成形してある。薄くすることで、残
存歯の上からも使用可能となる。このため、様々な状態の遺体に装着可能である。
【００２０】
　次に上顎人工歯および下顎人工歯を入れたフラスコの内部に上顎人工歯肉１３および下
顎人工歯肉１４を流し込む。上顎人工歯肉１３および下顎人工歯肉１４は、燃焼温度が１
２０度のアクリックレジンから形成されることが望ましい。フラスコの内部に上顎人工歯
肉１３および下顎人工歯肉１４を流し込んだ後、フラスコの蓋を使用して、プレス成形す
る。約５秒後、蓋を開けて、はみ出たアクリックレジンを除去し、再びプレスする。常温
で硬化させた後、上顎義歯および下顎義歯を取り出す。その後、形を整えて、洗浄する。
上顎人工歯肉１３および下顎人工歯肉１４の厚みは、上顎人工歯および下顎人工歯と同様
に薄く成形されている。薄くすることで、残存歯の上からも使用可能となる。
【００２１】
　図５はコアーの上面図である。コアー３０は、上顎義歯および下顎義歯に図１に示す接
続部２０を形成するために使用する台座である。コアー３０は、上顎固定台３１および下
顎固定台３２を有する。上顎固定台３１の上に上顎義歯を、下顎固定台３２の上に下顎義
歯をのせて、上顎義歯および下顎義歯の位置をしっかりと固定する。
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　図６はコアー３０のＢ－Ｂ線による断面図である。上顎固定台３１および下顎固定台３
２は凹部を形成し、この凹部に上顎義歯および下顎義歯を載せることができる。
【００２２】
　コアー３０に上顎義歯および下顎義歯を乗せた状態で、接続部を形成する。接続部２０
の一面に接着剤を塗る。上顎固定部１５と第１固定部２１とを位置合わせする。同様に、
下顎固定部１６と第２固定部２３とを位置合わせした後、固定する。上記作業をコアー上
で行うことによって、死化粧用義歯１７は一様な咬合面を有することができる。また、咬
合面に隙間などが生じることを防止することができる。この製法を用いることによって、
製造過程において上顎義歯と下顎義歯との位置がずれることを防止することができ、加工
が容易となる。
【００２３】
　（第２実施形態）
　本発明の第２実施形態の死化粧用義歯を図７に基づいて説明する。第１実施形態と実質
的に同じ部位は同一符合とし、説明を省略する。
　第２実施形態では死化粧用義歯１８は接続部としてスプリング４０を有する。スプリン
グ４０は右上２番および右下３番の上に設置されている。また、左上２番の上部には上フ
ック４１が、左下３番の上には下フック４２がそれぞれ設置されている。また、フックの
代わりにスプリングを用いてもよい。死化粧用義歯１８をくの字型にして遺体の口腔内に
挿入した後、スプリングの復元力によって、元に戻る。このため、遺体の口元を大きく開
けることなく死化粧用義歯１８を装着可能である。口腔内へ装着する際には、スプリング
面に両面テープを貼り、口腔内綿花をもちいて最適位置に設置する。
【００２４】
　（第３実施形態）
　本発明の第３実施形態の死化粧用義歯を図８に基づいて説明する。第１実施形態と実質
的に同じ部位は同一符合とし、説明を省略する。
　第３実施形態では、死化粧用義歯１９は接続部として上蝶番５０と下蝶番５１と回転軸
５２とを有する。死化粧用義歯１９は回転軸５２を中心として、くの字型に折れ曲がる。
このため、遺体の口元を大きく開けることなく死化粧用義歯１９を装着可能である。
【００２５】
　（第４実施形態）
　本発明の第４実施形態の死化粧用義歯は基本的に第１実施形態の死化粧用義歯と同じ構
成を有する。接続部２０は第１固定部２１と第２固定部２３とを有し、切欠部２２を有さ
ない。切欠部２２を設ける代わりに、折れ曲がり部の表面部分を削って厚さを薄くする。
厚さを薄くすることによって、切欠部２２を有する場合と同様に、確実に折れ曲がり部で
折れ曲がるようにすることができる。
【００２６】
（その他の実施形態）
　第１実施形態から第４実施形態において、死化粧用義歯はＳ、Ｍ，Ｌサイズに分かれて
いる。Ｓサイズは身長１６０ｃｍ以下あるいは顔の大きさが小さい人を対象とし、Ｍサイ
ズは身長１６０ないし１７０ｃｍあるいは顔の大きさが中くらいの人を対象とし、Ｌサイ
ズは身長１７０ｃｍ以上あるいは顔の大きさが大きい人を対象としている。
【００２７】
　上顎人工歯の先端から上顎人工歯肉１３の先端までの長さは、Ｓサイズが１８ｍｍ、Ｍ
サイズが２０ｍｍ、Ｌサイズが２２ｍｍである。同様に、下顎人工歯の先端から下顎人工
歯肉の先端までの距離はＳサイズが１３、１ｍｍ、Ｍサイズが１４、５ｍｍ、Ｌサイズが
１６ｍｍである。人工歯のサイズは、ＳサイズがＳＳ４，ＭサイズがＳ５、ＬサイズがＳ
６である。サイズを細かく分けることによって、口腔内の大きさが異なる遺体に対しても
しっかりと適合する死化粧用義歯を選択することができる。したがって、生前の面影を保
つことができる。
　このように、本発明は、上記実施形態に限定されるものではなく、その要旨を逸脱しな
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い範囲で種々の実施形態に適用可能である。
【図面の簡単な説明】
【００２８】
【図１】本発明の第１実施形態による死化粧用義歯を舌側から見た図。
【図２】本発明の第１実施形態による死化粧用義歯を唇側から見た図。
【図３】本発明の第１実施形態による死化粧用義歯の側面図。
【図４】本発明の第１実施形態による接続部の平面図。
【図５】コアーの上面図。
【図６】コアーのＢ－Ｂ線による断面図。
【図７】本発明の第２実施形態による死化粧用義歯を舌面から見た図。
【図８】本発明の第３実施形態による死化粧用義歯を舌面から見た図。
【符号の説明】
【００２９】
　１：右上1番、２：右上２番、３：右上3番、４：左上１番、５：左上２番、６：左上３
番、７：右下1番、８：右下２番、９：右下3番、１０：左下１番、１１：左下２番、１２
：左下３番、１３：上顎人工歯肉、１４：下顎人工歯肉、１５：上顎固定部、１６：下顎
固定部、１７：死化粧用義歯

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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